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ドリーム＆チャレンジ！ ～あいさつ・はっぴょう・なかまとじぶん～ （文責:校長 菅家 篤） 

人が喜ぶことをしよう！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂下南小の素敵な〝校風〟をつくる６年生！ 
 ６年生が中心となって、まずは気持ちのよいあいさつで、新しい校風をつくってほしいと願っています。 

気持ちの伝わるあいさつ「語先後礼」（ごせんごれい） 
「語先後礼」（ごせんごれい）という言葉をご存知でしょうか？ これは「あいさつを先に、礼を後に」 

という意味で、相手に対し、あいさつの言葉を発してからお辞儀をするという所作です。 

相手が丁寧なあいさつをしてくれていることが分かると、誰でも嬉しい気持ちになります。「あいさつに

まで相手への意識や感謝が込められている」ということに気付くことは、子どもたちにとって、自分が何

だか豊かに成長した気分にもなるのではないかと思います。ただ、「語先後礼」が丁寧なあいさつだからと

いって、どのような場面でも行う必要があるかと言うと、そういうわけではありません。場面によっては

会釈程度に済ませた方がよい場合もあります。ですから「語先後礼」は、改まった場や来校されたお客様

などに対しての礼儀作法です。これからは、６年生が「語先後礼」の範を示してくれます。  

 

 

 

 

 

 

 

 始業式の校長講話で「人が喜ぶことをしよ

う」と子どもたちに呼びかけました。 

 

昼の放送で、槇原敬之さんの歌『僕が一番欲

しかったもの』を子どもたちに聴かせました。 

この歌はまさにハピネス・クリエーターの歌

だと思います。 

 

 私たちは、人のために何かをして人を幸せに

する力をもっています。 

人を幸せにすることで自分も幸せになることが

できます。つまり、思いやりの心をもつことがで

きたら、互いに幸せを分かち合えるのですね。 

「こんにちは」（あいさつが先） ていねいに礼（おじぎが後） ６年生の子どもたち

に「語先後礼」を体験し

てもらいました 


